









名詞の形態論的な形としての格の体系の中には､連用格と呼ばれる ｢ガ･ヲ･二 ･へ ･デ ･ト･カ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.3参加先と参加動作 欧州への参戦/連盟-の加入 場所名詞 .参加される団体/参加動作
3.4状態変化 畳から夜への移り変り 新しい状態/変化を表す動作












5.2.3期待 .欲求の対象 和合-の期待 期待 .欲求の対象/期待 .欲求を表す状態
5.3活動のかかわり的態度 冬山への挑戦 かかわり的態度の対象/態度
参考文献
奥田晴雄 (1983)｢に格の名詞と動詞のくみあわせ｣r日本語文法 ･連語論 (安料編)jむぎ昏房
奥田晴雄 (1983)｢を格の名詞と動詞のくみあわせ｣r日本語文法 ･連語論 (瞥料編)jむぎ書房
彰広陵(1998)｢ヘノ格の名詞と名詞とのくみあわせ｣r日本学研究論｣
彰広隆 (1999)｢複合連体格の名詞を<かざり>にする連語｣rことばの科学91むぎ書房
渡辺友左 (1983)｢へ格の名詞と動詞のくみあわせ｣r日本語文法 ･連語論 (瞥料編)]むぎ書房
使用資料
CD-ROM版 r新潮文庫の100冊』
女社長に乾杯 !(赤川次郎)､山本五十六 (阿川弘之)､羅生門･鼻 (芥川龍之介)､砂の女 (安部公房)､
小さき者へ ･生れ出づる悩み (有島武郎)､華同音洲の妻 (有書佐和子)､剣客商売 (池波正太郎)､
焼跡のイエス ･処女懐胎 (石川淳)､一握の砂 ･悲しき玩具 (石川啄木)､青春の瑳鉄 (石川達三)､
歌行燈 ･高野聖 (泉鏡花)､風に吹かれて (五木寛之)､野菊の墓 (伊藤左千夫)､プンとフン (井上
ひさし)､あすなろ物語 (井上靖)､黒い雨 (井伏鱒二)､沈黙 (遠藤周作)､死者の香り･飼育 (大江
健三郎)､野火 (大岡昇平)､パニック･裸の王様 (開高健)､樺様 (梶井基次郎)､雪国 (川端康成)､
稔家の人びと (北杜夫)､聖少女 (倉橋由美子)､モオツアルト･無常という事 (小林秀雄)､一際の
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夏 (沢木耕太郎)､新橋鳥森口青春篇 (椎名誠)､コンスタンティノープルの陥落 (塩野七生)､小僧
の神様･城の崎にて (志賀直哉)､国盗り物語 (司馬遼太郎)､破成 (島崎藤村)､太郎物語 (曾野綾子)､
二十歳の原点 (高野悦子)､ビルマの竪琴 (竹山道雄)､人間失格 (太宰治)､冬の旅 (立原正秋)､新
源氏物語 (B]辺聖子)､痴人の愛 (谷崎潤一郎)､エディプスの恋人 (筒井康隆)､二十四の瞳 (壷井栄)､
李陵･山月記 (中島敦)､こころ (夏日淑石)､孤高の人 (新田次郎)､アメリカひじき･火垂るの墓 (野
坂昭如)､放浪記 (林芙美子)､にごりえ･たけくらべ (樋口一葉)､革の花 (福永武彦)､若き数学者
のアメリカ (藤原正彦)､人民は弱し官吏は強し (星新一)､風立ちぬ･美しい村 (堀辰雄)､点と線 (松
本清張)､塩狩峠 (三浦綾子)､忍ぶ川 (三浦哲郎)､人生論ノート (三木活)､金閣寺 (三島由紀夫)､
雁の寺 ･越前竹人形 (水上勉)､銀河鉄道の夜 (宮沢賢治)､錦繍 (宮本輝)､友情 (武者小路実篤)､
世界の終りとハードボイルド･ワンダーランド (村上春樹)､山板大夫 ･高瀬舟 (森鴎外)､遠野物語
(柳田国男)､さぶ (LLJ本周五郎)､路傍の石 (山本有三)､載艦武蔵 (吉村昭)､砂の上の植物群 (吉
行淳之介)､花埋み (渡辺淳一)
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